
 

  

 

 

 

 

  

８月の園だより 

 

令和７年８月１日 

目黒区立八雲保育園 園長 

～つながる繋げる夏の遊びで～ 

暑さが厳しい毎日ですが子どもたちはおいしい給食をもりもり食べて、元気に夏の遊びを楽しんでいます。 

ある日、クラスを回っていると 3階から「うわぁ、もっと強くないと倒れないよ」「早くこっちも戻さない

と」と子どもたちの声が聞こえてきました。行ってみると 4歳児が友達とテーブルの上に水を入れたペットボ

トルや空き容器を水鉄砲で倒して楽しんでいました。「○○君、そんなに水を入れたら倒れなくなっちゃうよ」

と一人の子が容器に入れる水の量を調整していたので「なぜそうするの」と聞くと「だってあんまり入れすぎ

ると倒れないんだよ。ちゃんと倒れないと遊ぶ時間もあんまり無くなっちゃうから」と教えてくれました。『7

月の水遊びスタート直ぐの頃は確か水をたっぷり入れていたような・・・。』と以前の子どもたちの姿を思い出

しながら、改めて繰り返し同じ遊びを楽しむ中でたくさんの気づきから工夫をしているのだと感じました。「私

も一緒に遊びたいのだけれど」と話すと「いいよ、じゃあここを狙って強く出してよ」と倒れやすいコツも教

えてくれます。先月の“やくもまつり”で小さな友達に自分たちが考えた手作りゲームで遊んでもらおうと一

生懸命説明する姿を思い出して、4歳児なりに「相手に分かりやすい伝え方」を考えて関わろうとする姿に頼

もしさを感じました。自分が“楽しい”を考える間に自然と“相手も楽しい”に繋がっていく、この夏の経験

でまた一つ子どもたちは心も体も大きくなることでしょう。 

 9月は「引き渡し訓練」を予定しています。後日お知らせを配信しますがお迎えの際のご理解とご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

皮むきが好きです。たまねぎ、とうもろこし、グリンピース

など「中になにが入ってるかな」と興味津々です。 

お手伝いをお願いすると、 

とても楽しそうにやってくれます。 

食育には調理さんの協力もかかせません。突然の収穫にもすぐ対応してくれるので、子どもに採れたて

を食べてもらうことが出来ています。また、果物を目の前で切り分けたり、みかんのむき方を教えてく

れたことで、進んで食べる子が増えました。 

 

調理さんも参加 

育てた野菜を目の前で調理したり、クラスで和えたりすると「特

別な料理」と感じるようでびっくりするくらいよく食べます。 

本当に苦手なのかなと思うほどです。包丁やピーラーを使って 

クッキングをして、味の変化や料理に関心が出てきます。 

主に素材に触れる体験しています。大きな

南瓜やメロン、大根など、普段あまり見る

ことのない形に子どもたちは、ちょんちょ

んと恐る恐る触れる子もいれば、大胆にぺ

しぺし叩く子もいます。食材に触れ、香り

を感じると給食に出た時に「おなじ」とわ

かるらしく、食べてみようとします。 

   食育へのねがいは「給食をおいしく食べてもらうこと」です。 

給食の中に入っている新鮮で美味しい食材を楽しい経験を通して「たべてみようかな」を育てる活動で

す。おいしい給食をたくさん食べて、毎日元気に過ごしてほしいと思います。 栄養士より 
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水遊びの様子 

めだか組（０歳児クラス） 

テラスにタライが出てきて緊張した様子の子

が、保育士や友達の楽しむ様子を見て安心して

自分から近くにやってきました。そっと水を触

って大丈夫だとわかると、そのまま両手をタラ

イの水につけて身を乗り出し、中に入ろうとど

んどん積極的な姿を見せてくれました。 

腹ばいの姿勢で遊べるようにな

った子の目の前に水を入れて置

いてみると、じっとお皿を見つ

めています。保育士が「冷たい

よ、お水だよ」「ぴちゃぴち

ゃ」と言いながら触ってみせる

と自分からお皿の中に手を入れ

ていました。 

掌全体でぱちゃぱちゃ 

らっこ組（２歳児クラス） 

ペットボトルに溜めた水を

手に出し保育士の足に塗り

始めました。「何塗ってる

の？」と聞くと「虫よけだ

よ」と反対の足や手にも塗

ってくれました。 

「魚つりしてるの！」 

「いっぱいとれたよ～」 

うまくすくえないと「あれあれ？」

と言いながら魚（キャップ）を追い

かけていました。 

水風船を両手に持って“バシャーン”とタラ

イの水に落として水しぶきを楽しんでいた

子が、ウォーターベッドにも落としてみると

水しぶきが上がらず“あれ？”という表情で

覗き込んでいました。 

あひる組（１歳児クラス） 

タライの水面をバシャバシャ叩き水しぶきを上げていると、子どもたち

の顔にも水がかかりました。「（掌で上から下への仕草を見せながら）顔

についたらパッとすればいいんだよ」と子どもに伝えると、水しぶきが

かかった友達を見て、代わりにパッと水を払いよけてあげていました。 
“お水掴めるかな～” 

手をパーグーパーグー 

“ここにもお水入れて”“私が先よ”“ぼくも”と 

カップの位置がどんどん高くなっていくのでした。 


